
 原爆被害者相談員の会 第３１回 １２・１１基本懇意見書にこだわる被爆者問題講演会  

日時：２０１３年１２月７日（土） １３：３０～１５：３０ 

場所：広島平和記念資料館                         
東館地下１階 会議室（１）                     
広島市中区中島町1-2 082-242-7828 

資料代：５００円 

連絡先：原爆被害者相談員の会 三村 

専用携帯（０９０）７３７５－１２１１ 

原爆症に対する「援護」を医療法の始めから
振り返りつつ、現在の到達点と課題、問題点
などを総括的に話していただきます。 

広
島
大
学
名
誉
教
授 

 

田
村 

和
之
氏 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  〈田村和之氏プロフィール〉 
  広島大学教授、龍谷大学法科大学院教授を経て現在、 
広島大学名誉教授。行政法・社会保障法専攻。 
 「原爆症認定を求める集団訴訟を支援する広島県民会議」 
代表世話人、広島自治体問題研究所理事長などを務める。 
 現在、「在ブラジル・在アメリカ被爆者裁判を支援する会」 
代表世話人。 
【代表的な著作】 
 『保育所行政の法律問題』 『保育所の廃止』  
 『実務注釈児童福祉法』 
 『子ども・子育て支援ハンドブック』など 

  

 原爆被害者相談員の会（代表 三村正弘） 
 

 広島県下の病院や施設などで働くｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰが職場の枠を越え、専門 
ボランティアによる被爆者相談と被爆者を支援していくことを目的に 
1981年に会を発足させた。県内外のｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰのみならず被爆者、研究者、 
被爆者支援に関心のある市民なども加わっている。 
 主な活動は、被爆者総合相談会、被爆者証言のつどいの開催、原爆 
被害者対策基本問題懇談会意見書にこだわる講演会の開催、被爆者の 
自分史づくりのサポートなど。  
 


